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　第 2回では 2年目社員育成を推

進する方法として，「掌にのって

いる仕事・そうでない仕事」につ

いて本人・指導側が共通認識を持

つため，「業務棚卸」の実践が有

効であることをお伝えしました。

第 3回のテーマはこの取り組みを

活かし， 1人前の社員として自立

させていくことです。仕事のかけ

ひきと楽しさを覚えさせるため，

PDCAへの取り組みを強化してい

きます。

1PDCAに取り組む狙い

　近年，環境変化の不透明感が高

まりVUCA（Ⅴ：Volatility変動性・

U：Uncertainty不確実性・C：

Complexity複雑性・A：Ambiguity

曖昧性）時代と呼ばれるようになっ

てきましたが，特にコロナ禍に入

ってからは先行きが見えません。

　こういった状況のなか，OODA

（O：Observe観察・O：Orient状

況の見極めと方向づけ・D：

Decide決定・A：Act実行）ルー

プという考え方も出てきています

（図表：OODA）。状況の変化を

敏感に感じ取り「即断即決・即実

行」と仕事を進めていく考え方で

す。中期的な予測がつかない状況

で，その時々の現場の変化を敏感

に感じ取り，素早くアクションを

起こしていくスタイルです。しか

し，この方法を実践できるのは経

験を積み，ノウハウを蓄積してい

る仕事の熟練度の高い層ではない

でしょうか。

　キャリアの浅い若手の場合…も

っといえば今回のテーマである入

社 2年目の段階ではどうでしょう

か。OJTリーダーに密着し，体で

感じ取りなが

ら学ぶ場合な

ら，シンプル

についていけ

ばよいわけで

すが，テレワ

ークなどを軸

とした遠隔型

の指導教育の

場合は，より「難易度が高い」の

が実情です。

　PDCAが定期的に計画をメンテ

ナンスするタイプで，OODAが状

況判断と即断即決の繰り返しによ

る高速PDCAであると解釈すれば

イメージしやすくなります

　そのため，2年目育成では

PDCAサイクルのほうが向いてい

ます（図表：PDCA）。計画を立て，

OJTリーダー，上長と共に進捗管

理を行うスタイルです。この取り

組みを通じて仕事の楽しさへの気

づきを促していきます。

2PDCAをしっかり回す

　 4つのサイクルをぐるぐると回

してこそ，その効能がありますが，

実際には途中で流れが滞ってしま

うことも多いのが実態です。うま

く回らない例として，D→D→Dと

無計画に実行を繰り返すパターン

や，PD→PD→PDと振り返りの

ないパターンなどが代表的です。

　どちらのケースも進捗管理が可

能な計画立案ができていない時に

陥りやすくなります。計画時に数

値目標や抽象的な業務プロセスの

方法論だけが論じられているパタ

ーンです。

　ここで役に立つのが第 2回で述

べた業務棚卸です。これができて

いると立案した計画の 5W 1Hが

明確で進捗管理が可能です。

　育成側からすると初期計画が管
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理可能なものであれば具体的な指

導ができますが，計画が抽象的だ

と上手くいきません。まずは業務

棚卸をしっかり行い，初期計画を

立てましょう。 2年目社員の仕事

をうまく離陸させるための滑走路

づくりというイメージです。

3仕事にやりがいを感じさせる

　「PDCAを回す」ことは，担当

業務の目的を達成させる手段で

す。業績達成のための重要なプロ

セスともいえます。

　育成という観点ではどうでしょ

うか。変化が激しく，不明瞭な今

の社会情勢では，同じことの繰り

返しで成功できる確率が低いた

め，「だんだん仕事ができるよう

になってきた…」という喜びを感

じることができるまでに，以前よ

り時間がかかります。「育成を推

進する」という意味では，かつて

に比べシンプルな喜びを感じ取り

にくい環境であることを，指導側

が認識する必要があります。

　そのためPDCAを回すなかで，

指導側は業務習熟度を高めること

に加え，やりがいを感じ取らせる

「投げかけ・フィードバック」を，

仕事の進捗管理の中に意図的に組

み込むことが求められます。

4段階ごとに有効な「指導側

からの投げかけ・フィード

バック」のポイント

（1）PLAN：計画段階

　前回お伝えした業務棚卸ができ

ていれば，進捗管理が可能な計画

のベースはすでにできています。

この段階では指導側が「自身の経

験の蓄積で保持している仕事のノ

ウハウ」を， 2年目社員と一緒に

計画に加筆修正を行うことで注入

していきましょう。メンバーに「な

るほど，そういうことか…やって

みよう！」と感じさせるよう意識

していきましょう。

（2）DO：実行段階

　実行段階で重要なのは進捗管理

です。次のステップの「チェック

段階」まで待って振り返るのでは

なく，定期的に計画の進捗につい

てすり合わせを行うことが重要で

す。まっすぐ進めている事柄には

「そのまま進んでOK」のサインを

出し取り組みを推進します。「こ

れで合っているかな？」という不

安を払拭することが狙いです。一

方で，業務の目的に対し，斜めに

進んでいる箇所は，向きをまっす

ぐに整えます。ポイントは，総じ

て「頑張っているな。OK」という

サインの出し方をしないことで

す。何がどうOKなのかを相手の

解釈に委ねると，斜めに進んでい

る箇所も，そのまま更に進んでし

まいます。自律に向かい育成して

いる最中は，項目ごとに丁寧に対

応していきましょう。

（3）CHECK・ACTION：振り返

りと修正行動段階

　この段階で重要なのは，振り返

りと，そのフィードバックを進捗

管理と連動させることです。実行

段階の進捗管理が有効に機能して

いれば，期末の振り返りの際は，

業務プロセス面で新たな問題はあ

まり発生しません。実行可能な細

かな修正行為はすでに実践できて

います。そのためここでは，計画

初期に頭を戻し，「もう一度計画

を立て直すとしたらどう？」…と

いう視点で投げかけましょう。こ

こで修正点が明確になれば，次期

の計画が磨き上げられます。逆に

ここで論点がはっきりしない場

合，取り組んできたことが整理さ

れていないことを示していますの

で，明確な助言が必要です。また，

併せて顧客満足を軸に「充実感を

得たこと・楽しかったこと・嬉し

かったこと」等についても投げか

けましょう。仕事への「やりがい

についての思考」を促し，本人の

イメージを整理させます。ここを

狙って投げかけるのが一番のポイ

ントです。

　仕事のレベルを引き上げるとと

もに，本人が自らやりがいを感じ

るように支援をしていくことで育

成が推進されます。特に今年の 2

年目のメンバーには丁寧に進めて

いきましょう。
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